
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ロボットビジネス研究会のプログラム＞ 

日  程          内      容 

＜第１講＞ 

講 義 

10 月 5 日（水） 

 

10:00～12:00 

◆「成長市場へ新規参入する」 

・ロボティクス分野の技術マップに見る、ロボット市場のビジネスチャンス 

・製造分野やサービス分野にロボットを導入するためのポイント解説 

・顧客の視点にたって、新たな価値を創造する 

・受注につながるアプローチの仕方（具体例をあげて解説） 

＜第 2 講＞ 

講 義 

10 月 5 日（水） 

 

13:00～16:00 

◆「公的施策や補助金を活用する」 

・【講演】「中小企業が活用できる国の施策  ―ロボット分野を中心に―」（45 分） 

近畿経済産業局 次世代産業課 課長補佐 黒木啓良氏  

・【事例】「補助金採択企業から、補助金を活用した取り組みを学ぶ」（45 分） 

          株式会社神戸工業試験場 生産管理部部長代行 赤尾裕伸氏 

・【ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ】コーディネーターの司会のもと、上記二人の講師、参加者で意見交換。 

公的施策や補助金の上手な活用方法について徹底解剖します。 

＜第 3 講＞ 

工業見学 

10 月 12 日（水） 

 13:00～16:00 の予定  

◆「新規参入の手法を実地に学ぶ」 

改善方法を提案するによって、新規顧客を獲得する道が開けます。生産性の向上や

省力化を進めるにはどうすべきか、製造現場を見て、実地に新規参入のポイントを

学びます。＜見学先：株式会社オリエンタルベーカリー 泉佐野工場＞ 

＜第４講、第５講＞ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ討論、発表 

10 月 26 日（水） 
 

 10:00～16:00 

◆「改善点をグループで議論。顧客への提案として発表」 

工場で見つけた改善点をグループごとにディスカッションし、お客様への提案書と

してまとめます。発表の際には、一部ロールプレイング形式を取り入れ、顧客への

アプローチ手法を具体的に学びます。 

大阪商工会議所 東支部 「ロボットビジネス推進事業」 

わが国の成長戦略の一環として、次代を担う基幹産業として、ロボット関連分野で様々な取組がスタ
ートしています。製造現場に加え、最近ではサービスや物流の場においてもロボット技術を活用する動
きが広がっており、今後も大きく伸びていくものと期待されています。 
こうした動きを的確にとらえ、市場参入の可能性を見出すべく、昨年度に引き続き「ロボットビジネ

ス研究会」を開催します。ふるってご参加ください。 

 

＜本研究会の特色＞ 

１．市場参入の手法が具体的にわかる！ 

  経験豊富な講師が具体例を挙げて説明。市場へのアプローチの仕方が具体的にわかります。 

２．工場を見学して改善点を議論。市場参入のノウハウが実地にわかる！ 
  工場を見学して改善点を見つけ、グループで議論し発表します。市場参入の手法やロボットの 

活用の仕方を実地に学ぶことができます。＜協力：株式会社オリエンタルベーカリー＞ 

３．人脈拡大に役立つ！ 
グループ討論などを通じて参加者同士の交流が深まり、人脈の拡大や情報収集に役立ちます。 

※ 生産性向上や省力化をポイントに市場参入をどう進めるか、具体的にわかる内容になっています。 

。 



＜コーディネーターご紹介＞ 

  知能技術株式会社 代表取締役 大津良司氏 

1957 年神戸生まれ。1981 年に富士通株式会社に入社し、原子力核融合施設 

向けシステム開発などに携わる。2007 年、大阪で知能技術株式会社を設立し、 

新製品開発やロボット技術導入のコンサルティングを行っている。 

東京女子医科大学・早稲田大学 共同大学院博士課程修了。 

 

 

 

 

 
 
 

＜会  場＞  常翔学園大阪センター（北区梅田 3-4-5 毎日インテシオ３階） 
※10 月 12 日(水)の工場見学は泉佐野商工会議所に 13 時頃集合で 16 時頃解散の 

         予定です。詳細は参加者にご案内いたします。 
 
＜参 加 費＞  お一人様 大阪商工会議所 会員 1 万円(税込)、非会員３万円(税込)  
 
＜募集人員＞   25 名（原則１社２名まで。定員オーバーの場合は連絡いたします） 

※ 講師や工場見学先と相談の上、士業、あるいはコンサルタント等の方、工業見学先と 
同業等の方につきましては、参加をお断りする場合がございます。ご了承ください。 

 

＜申込方法＞  下記申込書に必要事項をご記入の上、FAX（06）6358－6333 にてお送りください。 

 請求書を連絡先ご担当者様宛に郵送いたします。 
 

＜問い合わせ＞ 大阪商工会議所 東支部 ℡（06）6358－6111  小森、大西、友田 
 

FAX.０６-６３５８-６３３３           大阪商工会議所 東支部 小森行 

ロボットビジネス研究会  参加申込書 （２名申込の場合はコピーしてご記入ください） 

会社名  会員番号  

住 所 
〒 

 

従業員数  資 本 金  

業 種  

● ご参加される方 

フリガナ 
氏  名 

 部署・役職  

電 話  F A X  

メールアドレス  

● 連絡先ご担当者（参加者と同じ場合は、氏名のみご記入ください） 

フリガナ 
氏  名 

 部署・役職  

電 話  F A X  

メールアドレス  
  ※ご記入頂いた情報は、大阪商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用させていただくのをはじめ、大阪府、講師には参加者名簿として配布いたします。 

 

         日本ニューマチック工業株式会社 代表取締役社長 織田望氏 

研究会への参加が刺激になり、これまでとは違った視点で考える目を持つことができました。

今年は昨年と違って、実在する工場を顧客に見立てて提案書をまとめるので、より実践的に 

市場参入の手法を学ぶことができると思います。 


